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    第一章


    
      1イエス・キリストの僕しもべまた使徒しとなるシメオン・ペテロ、書ふみを我われらの神かみおよび救主すくひぬしイエス・キリストの義ぎによりて、我われらと同おなじ貴たふとき信仰しんかうを受うけたる者ものに贈おくる。 2願ねがはくは神かみおよび我われらの主しゅイエスを知しるによりて、恩惠めぐみと平安へいあんと汝なんぢらに増まさんことを。
    


    
      3キリストの神かみたる能力ちからは、生命いのちと敬虔けいけんとに係かかはる凡すべてのものを我われらに賜たまへり。是これおのれの榮光えいくわうと徳とくとをもて召めし給たまへる者ものを我われら知しるに因よりてなり。 4その榮光えいくわうと徳とくとによりて我われらに貴たふとき大おほいなる約束やくそくを賜たまへり、これは汝なんぢらが世よに在ある慾よくの滅亡ほろびをのがれ、神かみの性質せいしつに與あづかる者ものとならん爲ためなり。 5この故ゆゑに勵はげみ勉つとめて汝なんぢらの信仰しんかうに徳とくを加くはへ、徳とくに知識ちしきを、 6知識ちしきに節制せつせいを、節制せつせいに忍耐にんたいを、忍耐にんたいに敬虔けいけんを、 7敬虔けいけんに兄弟きゃうだいの愛あいを、兄弟きゃうだいの愛あいに博愛はくあいを加くはへよ。 8此これ等らのもの汝なんぢらの衷うちにありて彌増いやますときは、汝なんぢ等らわれらの主しゅイエス・キリストを知しるに怠おこたることなく、實みを結むすばぬこと無なきに至いたらん。 9此これ等らのものの無なきは盲人めしひにして遠とほく見みること能あたはず、己おのが舊ふるき罪つみを潔きよめられしことを忘わすれたるなり。 10この故ゆゑに兄弟きゃうだいよ、ますます勵はげみて汝なんぢらの召めされたること、選えらばれたることを堅かたうせよ。若もし此これ等らのことを行おこなはば躓つまづくことなからん。 11かくて汝なんぢらは我われらの主しゅなる救主すくひぬしイエス・キリストの永遠とこしへの國くにに入いる恩惠めぐみを豐ゆたかに與あたへられん。
    


    
      12されば汝なんぢらは此これ等らのことを知しり、既すでに受うけたる眞理しんりに堅かたうせられたれど、我われつねに此これ等らのことを思おもひ出いださせんとするなり。 13我われは尚なほこの幕屋まくやに居をるあいだ、汝なんぢらに思おもひ出いださせて勵はげますを正當せいたうなりと思おもふ。 14そは我われらの主しゅイエス・キリストの我われに示しめし給たまへるごとく、我われわが幕屋まくやを脱ぬぎ去さることの速すみやかなるを知しればなり。 15我われまた汝なんぢ等らをして我わが世よを去さらん後のちにも、常つねに此これ等らのことを思おもひ出いださせんと勉つとむべし。 16我われらは我われらの主しゅイエス・キリストの能力ちからと來きたりたまふ事こととを汝なんぢらに告つぐるに、巧たくみなる作話つくりばなしを用もちひざりき、我われらは親したしくその稜威みいつを見みし者ものなり。 17いとも貴たふとき榮光えいくわうの中うちより聲こゑ出いでて『こは我わが愛いつくしむ子こなり、我われこれを悦よろこぶ』と言いひ給たまへるとき、主しゅは父ちちなる神かみより尊貴たふときと榮光えいくわうとを受うけ給たまへり。 18我われらも彼かれと偕ともに聖せいなる山やまに在ありしとき、天てんより出いづる此この聲こゑをきけり。 19かくて我われらが有もてる預言よげんの言ことばは堅かたうせられたり。汝なんぢ等らこの言ことばを暗くらき處ところにかがやく燈火ともしびとして、夜明よあけ、明星みゃうじゃうの汝なんぢらの心こころの中うちにいづるまで顧かへりみるは善よし。 20なんじら先まづ知しれ、聖書せいしょの預言よげんは、すべて己おのがままに釋とくべきものにあらぬを。 21預言よげんは人ひとの心こころより出いでしにあらず、人々ひとびと聖せい靈れいに動うごかされ、神かみによりて語かたれるものなればなり。
    

  


  


  
    第二章


    
      1されど民たみのうちに僞にせ預言者よげんしゃおこりき、その如ごとく汝なんぢらの中うちにも僞にせ教師けうしあらん。彼かれらは滅亡ほろびにいたる異端いたんを持もち入いれ、己おのれらを買かひ給たまひし主しゅをさへ否いなみて、速すみやかなる滅亡ほろびを自みづから招まねくなり。 2また多おほくの人ひとかれらの好色かうしょくに隨したがはん、之これによりて眞まことの道みちを譏そしらるべし。 3彼かれらは貪慾どんよくによりて飾言かざりことばを設まうけ、汝なんぢ等らより利りをとらん。彼かれらの審判さばきは古いにしへより定さだめられたれば遲おそからず、その滅亡ほろびは寢いねず。 4神かみは罪つみを犯をかしし御使みつかひたちを赦ゆるさずして地獄じごくに投なげいれ、之これを黒闇くらやみの穴あなにおきて審判さばきの時ときまで看守かんしゅし、 5また古ふるき世よを容ゆるさずして、ただ義ぎの宣傅者せんでんしゃなるノアと他ほかの七人しちにんとをのみ護まもり、敬虔けいけんならぬ者ものの世よに洪水こうずゐを來きたらせ、 6またソドムとゴモラとの町まちを滅亡ほろびに定さだめて灰はひとなし、後のちの不ふ敬虔けいけんをおこなふ者ものの鑑かがみとし、 7ただ無法むはふの者ものどもの好色かうしょくの擧動ふるまひを憂うれひし正ただしきロトのみを救すくひ給たまへり。 8（この正ただしき人ひとは彼かれらの中うちに住すみて、日々ひびその不法ふはふの行爲おこなひを見み聞ききして、己おのが正ただしき心こころを傷いためたり） 9かく主しゅは敬虔けいけんなる者ものを試煉こころみの中うちより救すくひ、また正ただしからぬ者ものを審判さばきの日ひまで看守かんしゅして之これを罰ばっし、 10別わけて、肉にくに隨したがひて、汚けがれたる情じゃう慾よくのうちを歩あゆみ、權けんある者ものを輕かろんずる者ものを罰ばっすることを知しり給たまふ。この曹輩ともがらは膽きも太ふとく放縱ほしいままにして、尊たふとき者ものどもを譏そしりて畏おそれぬなり。 11御使みつかひたちはかの尊たふとき者ものどもに勝まさりて、大おほいなる權勢けんせいと能力ちからとあれど、彼かれらを主しゅの御前みまへに譏そしり訴うったふることをせず。 12然されど、かの曹輩ともがらは恰あたかも捕とらへられ屠ほふらるるために生うまれたる辯別わきまへなき生物いきもののごとし、知しらぬことを譏そしり、不義ふぎの價あたひをえて必かならず亡ほろぼさるべし。 13彼かれらは晝ひるもなほ酒食しゅしょくを快樂けらくとし誘惑まどはしを樂たのしみ、汝なんぢらと共ともに宴席ふるまひに與あづかりて、汚點しみとなり瑕きずとなる。 14その目めは淫婦いんぷにて滿みち罪つみに飽あくことなし、彼かれらは靈魂たましひの定さだめらぬ者ものを惑まどはし、その心こころは貪欲どんよくに慣なれて呪詛のろひの子こたり。 15彼かれらは正ただしき道みちを離はなれて迷まよひいで、ベオルの子こバラムの道みちに隨したがへり。バラムは不義ふぎの報むくいを愛あいして、 16その不法ふはふを咎とがめられたり。物もの言いはぬ驢馬ろば、人ひとの聲こゑして語かたり、かの預言者よげんしゃの狂くるひを止とどめたればなり。 17この曹輩ともがらは水みづなき井ゐなり、颶風はやてに逐おはるる雲霧くもきりなり、黒くろき闇やみかれらの爲ために備そなへられたり。 18彼かれらは虚むなしき誇ほこりをかたり、迷まよひの中うちにある者ものどもより辛からうじて遁のがれたる者ものを、肉にくの慾よくと好色かうしょくとをもて惑まどはし、 19之これに自由じいうを與あたふることを約やくすれど、自己みづからは滅亡ほろびの奴隷どれいたり、敗まくる者ものは勝かつ者ものに奴隷どれいとせらるればなり。 20彼かれ等らもし主しゅなる救主すくひぬしイエス・キリストを知しるによりて、世よの汚穢けがれをのがれしのち、復またこれに纏まとはれて敗まくる時ときは、その後のちの状さまは前まへよりもなほ惡あしくなるなり。 21義ぎの道みちを知しりて、その傳つたへられたる聖せいなる誡命いましめを去さり往ゆかんよりは寧むしろ義ぎの道みちを知しらぬを勝まされりとす。 22俚諺ことわざに『犬いぬおのが吐はきたる物ものに歸かへり來きたり、豚ぶた身みを洗あらひてまた泥どろの中なかに轉まろぶ』と云いへるは眞まことにして、能よく彼かれらに當あたれり。
    

  


  


  
    第三章


    
      1愛あいする者ものよ、われ今いまこの第二だいにの書ふみを汝なんぢらに書かき贈おくり、第一だいいちなると之これとをもて汝なんぢらに思おもひ出いださせ、その潔いさぎよき心こころを勵はげまし、 2聖せいなる預言者よげんしゃたちの預あらかじめ云いひし言ことば、および汝なんぢらの使徒しとたちの傳つたへし主しゅなる救主すくひぬしの誡命いましめを憶おぼえさせんとす。 3汝なんぢ等らまづ知しれ、末すゑの世よには嘲あざける者もの嘲笑あざけりをもて來きたり、おのが慾よくに隨したがひて歩あゆみ、 4かつ言いはん『主しゅの來きたりたまふ約束やくそくは何處いづこにありや、先祖せんぞたちの眠ねむりしのち、萬よろづのもの開闢かいびゃくの初はじめと等ひとしくして變かはらざるなり』と。 5彼かれらは殊更ことさらに次つぎの事ことを知しらざるなり、即すなはち古いにしへ神かみの言ことばによりて天てんあり、地ちは水みづより出いで水みづによりて成立なりたちしが、 6その時ときの世よは之これにより水みづに淹おぼはれて滅ほろびたり。 7されど同おなじ御言みことばによりて今いまの天てんと地ちとは蓄たくはへられ、火ひにて燒やかれん爲ために、敬虔けいけんならぬ人々ひとびとの審判さばきと滅亡ほろびとの日ひまで保たもたるるなり。
    


    
      8愛あいする者ものよ、なんぢら此この一事いちじを忘わするな。主しゅの御前みまへには一日いちにちは千年せんねんのごとく、千年せんねんは一日いちにちのごとし。 9主しゅその約束やくそくを果はたすに遲おそきは、或ある人ひとの遲おそしと思おもふが如ごときにあらず、ただ一人ひとりの亡ほろぶるをも望のぞみ給たまはず、凡すべての人ひとの悔改くいあらために至いたらんことを望のぞみて汝なんぢらを永ながく忍しのび給たまふなり。 10されど主しゅの日ひは盜人ぬすびとのごとく來きたらん、その日ひには天てんとどろきて去さり、もろもろの天體てんたいは燒やけ崩くづれ、地ちとその中うちにある工わざとは燒やけ盡つきん。 11かく此これ等らのものはみな崩くづるべければ、汝なんぢ等らいかに潔きよき行状ぎゃうじゃうと敬虔けいけんとをもて、 12神かみの日ひの來きたるを待まち之これを速すみやかにせんことを勉つとむべきにあらずや、その日ひには天てん燃もえ崩くづれ、もろもろの天體てんたい燒やけ溶とけん。 13されど我われらは神かみの約束やくそくによりて、義ぎの住すむところの新あたらしき天てんと新あたらしき地ちとを待まつ。
    


    
      14この故ゆゑに愛あいする者ものよ、汝なんぢ等らこれを待まてば、神かみの前まへに汚點しみなく瑕きずなく安然やすらかに在あらんことを勉つとめよ。 15且かつわれらの主しゅの寛容くわんようを救すくひなりと思おもへ、これは我われらの愛あいする兄弟きゃうだいパウロも、その與あたへられたる智慧ちゑにしたがひ曾かつて汝なんぢらに書かき贈おくりし如ごとし。 16彼かれはその凡すべての書ふみにも此これ等らのことに就つきて語かたる、その中うちには悟さとりがたき所ところあり、無學むがくのもの心こころの定さだまらぬ者ものは、他ほかの聖書せいしょのごとく之これをも強しひ釋ときて自みづから滅亡ほろびを招まねくなり。 17されば愛あいする者ものよ、なんぢら預あらかじめ之これを知しれば、愼つつしみて無法むはふの者ものの迷まよひにさそはれて己おのが堅かたき心こころを失うしなはず、 18ますます我われらの主しゅなる救主すくひぬしイエス・キリストの恩寵めぐみと主しゅを知しる知識ちしきとに進すすめ。願ねがはくは今いまおよび永遠とこしへの日ひまでも榮光えいくわうかれに在あらんことを。
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